
2026年 6月 1日 

 

2026年度キャリア初期研究者研究支援制度について 
 

総合人文科学研究センター 

 

①目的 

総合人文科学研究センターの研究者支援事業の一環として、文学学術院に所属するキャリア初期研究

者の研究活動を支援することを目的とします。 

 

②助成対象者 

文学研究科に所属する博士後期課程在籍生 

 

③助成条件 

・ 2026年度日本学術振興会特別研究員（DC1・DC2）に応募したものの、不採択となった方。 

・ 助手の職に就いていない方 

 

④申請受付期間 

2026年 6月 1日～2027年 1月 29日 

 

⑤助成対象 

・消耗品費…価格が10万円未満または耐用年数が1年未満の物品 

・ 10万円未満のPC・プリンタ・DVDレコーダー・ビデオカメラ・通信費を含まないルーター本体等。 

・ オンライン会議用カメラ、イヤホン、マイク、スピーカー。 

・ 文具、記録用媒体、トナーカートリッジ、実験材料・薬品、ソフトウェア(アプリ含)等。 

・ 図書資料費…図書 

・ 通信運搬費…切手、宅配便、電話料、FAX使用料等 

・ 印刷製本費…コピー、DPE（フィルムは消耗品）、論文等別刷代 

・ 委託費（法人宛）…法人に依頼する翻訳料・校正料等 

・ 旅費…日本国内での研究活動（学会・シンポジウム等での発表）にかかる往復交通費、宿泊料 

※ Waseda Research Portalの「研究費執行マニュアル」（本学研究推進部作成）に記載の学内ルール

を執行基準とします。なお、検収は不要です。 

 

⑥助成金額 

・ 一律に上限額を 5万円とします。 

※ 申請は年1回のみです。申請受付期間中でも、予算上限に達した場合は受付を締め切ります。 

 

⑥申請方法 

・ 所定の申請書(「文学学術院 キャリア初期研究者研究支援制度申請書」)を文学学術院事務所へ

提出してください。 

※ 申請書は以下 URLからダウンロードしてください。 

URL：https://www.waseda.jp/flas/rilas/research/activities/early-career/ 

・ 旅費の場合、指導教員の承認と e-Trip（出張システム）による事前の出張申請・出張後の報告が

必要です。 

 

⑦その他 

・ 当年度(2026  

・ 年 4月 1日以降)の経費が助成対象です。過年度のものは助成対象となりません。 

・ 飲食にかかわる経費（会合費・会議費等）や海外の旅費交通費は助成対象となりません。 

 

 

お問い合わせ先：文学学術院事務所総務 G e-mail toyama-soumu@list.waseda.jp 

https://waseda-research-portal.jp/how-to-use/research-expenses-execution/
https://www.waseda.jp/flas/rilas/research/activities/early-career/
mailto:toyama-soumu@list.waseda.jp

